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⑧

韓国語動詞分類試論
察 京希

権 奇洙

1は じめ に

今 日・ 日 ・韓両国語の対照研究は様 々な面か ら行われて いる。特 に、文法の面において

は・両 国語 に良 く似た事象 が存在するため、敬語や助詞 ・助動詞の対照研究が幅広 く行わ

れていると言 えよう・ しかし、本研究 では、文法の面における動詞の役割 が特に多大であ

るという観点 に立ち・動詞の性格 を明 らかにす る事によって文法研究 を一層深めようとす

る、その緒 とす るものである。

分欝霧難 禦雛 鋤魏 轟 塞畠熟 欝碧謹 撒 鰹 驚
詞 ・② 自動詞 と他動詞 ・③完全動詞 と不完全動詞 ・④能動詞 と被動詞 ・⑤規剣動詞 と不規

則動詞の様 に、 レベル を異 にする五つの指標によって動詞 を二分 してい く方武 状懲動詞

と非状態動詞の様 に動詞のアスペク ト的側面に注 目して分類する方裟 が行われている。

かな り研究が進 んでいると思われ る日本語の動詞の分類 にっいては暫 くおいて、ここで

は先ず 、韓国語の動詞の分類 を行 う事 とす る。先学の韓 国語の動詞分類 、及び 日本語の動

詞分類 の方法に学ぶ点も多 かったが、韓国語の動詞 を形態論的立場か ら分類する点 に本研

究の独 自性も存す る筈 である。そ して、韓国語 の動詞の分類 を明 らかにす る事によってこ

そは じめて、 日 ・韓両 国語の対照研究 を深める事 が出来 ると考え られる。

2韓 国語の動詞分類の方法

今臥 分類の対象と した動詞は.韓 踊 の績 の申で、r名 詞+(～ する)類

の動詞 と基本動詞か ら派生 した動詞を除いた約百六 十語の動詞である。

これ らを動詞の文法的ふ るまい方 と密接な関係 を有すると考え られ るヴォイス ・アスペ

ク トを表す助動詞 ・助詞 を指標 として、各動詞がそれ らの指標 と接続す るか しないかとい

う形式面か ら分類 した上 、それぞれの動詞グループの性格 ・特性の考察 を試み ることにす

る。

具'に は の な である。アスペク ー 望

さて、以上 の文法形式 と韓国語の動詞 とが接続す るか しないかを内省 し、その接続の状

況 を一覧表 として纏 めてみ ると、末尾 に附載 したく表1>の 如 くになる.表 中、Oは 自然

にい うもの、*は 言わないものである。 この判定 には、個人差 ・年齢差 ・地域差等の諸要

因によって語彙的なゆれが存在する事 と思 われ るが、以下に述べるグループそのものの消
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失はないと考えて良いと思われ る。

<表1>に ついての説明 を加えてお く。

前述の指標 によって、韓 国語の動詞 を分類す る とA～Kの グループに分けられる。

Aグ ループに属す る動詞 は、 「使役」 「受身」等 の全ての指標 と接続す る事が出来 る.
一 畠9一 一 ・

rt.1、 る といつ 闘}、

言ス,。'

Bグ ループの動詞は、 「使役」を後接す る事 が出来ず(例 えば の様 な派生動

詞形式 接尾辞 を含 んで成立 した動詞は使役の意 味は持たず、受身の意 味 を表す)、 その他

の要素 とは接続す る。

Cグ ループの動詞は、 「受身」 「使役 」を後接す る事が出来 ない(は 「

使役」 「受身」の意味 を持 たない)。

以下、同様に、Dグ ルー プでは 「使役 」 「受身 」 、Eグ ループではr

を後接す る事 が出来ず、Kグ ループでは これ ら十の全ての指標 を後接す

る事 が出来ない。

以上 の各グループと前述の指標 との接続状況 を分か りやす く纏めると次の様になる。

<表2>

さて、こうして形態的諸特徴か ら得 られた韓国語の動詞 のグル ープは、動詞の どの様な
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性格 を反映 したものであろうか。次節 において、 それ らの動詞 グループの範睡的意義 を考

察 してみ る事に したい。

3韓 国語動詞分類の意味について

Aか らKま での グルー プは、大 きく 『動 き」 を表す動詞(ABCDEFGHIJ)とr

状態」性の非常 に強 い動詞(K)と に二分出来 るよ うに思われ る。Kの(凝 る)

は、 日本語にお いては、r肩 が凝って いる」 「肩が凝 る」の様 に用 いる事が出来、一見、

日本語のいわゆ る 『状態動 詞」 と対応 しない様 に思われるが、連体修飾の形 に直 した場合、

r$凝 る肩」 「*凝 る趣味」等の様 に、 日本語 においても 「凝 る」という動詞は連体形で

は用 いる事 が出来 ない(「 肩 が凝る原因」の様 には使えるが、 この場合r原 因」がr凝 る」

わけではない)。 恐 らく、 日本語の 「凝 る」 という動詞には、 「状態」以外 に以下に述べ

るr動 き」の性格 を有 しているのであ ろう。 しかし、韓国語 には この様な用法はないとい

えよう.

更 にr動 き」 を表す動詞 は、 『変化」のr動 き」を表す動詞(J)とr動 作」 のr動 き」

を表す動詞 とに分 ける事が出来そうである。Jの(絶 える)(の び る)

等 の動詞は、 日本語 において も物事の 「変化」はあるといえようが、r動 作」の側面は有

しない様で ある.日 本語におけるいわゆるr自 動詞」の中で最もr自 動詞」の特徴 を備え

ている動詞群は、J・Kと 対応 していると言って良さそ うであ る。r状 態動詞」 といわれ

る動詞群も、 このグループに含まれ る。

さて、一方、Aグ ループの動詞は、〈表1>の 全ての指標 との接続 が可能である.こ れ

らの動詞は人間 がある対象 に 「動作」 を及ぼす事 だけを強調 した動詞で、逆 に人間にはそ

のr動 作」の影響が及ばないとい う側面 を持つ動詞のグルー プである。例えば、

(人 が木 を切 る)の(切 る)と いう動詞は、人間が対象(こ の

場合r木 」)に 対 して一方的 に働きかける動詞である。韓国語 におけるr他 動詞」の中で

も最 もr他 動詞」 らしい特徴 を備 えた動詞群 がこのグループである.

Bグ ループの動詞は、r使 役」の形 にする事が出来ない点でAグ ルー プと違い がある。

派生動詞形成接尾 辞 によって作 られ た動詞は、

を下接 した場合、 「使役」の意味 を表すのでな く、む しろ、r受 身」の意味 を表

す と考え られる。

(私は絵 を掛けた)

(先生が私 に絵 を掛 けさせ た)

(私 に絵 を掛 けられた)

この事実を説明する事は難 しいので あるが、前述のAグ ルー プと比較 して説明 を試み る

な らば、次の様 になるのではなかろうか。Aグ ループの動詞(例 えば 切 る)をr

使役」 にす ると次の如 くなる。

(私が木 を切る)O

(先生 が私に木 を切 らせ る)0

私 に木を切 られ る)S

っ まり、括弧内 の日本語でも判明す る様 に、(切 る)と いう動詞は 『私 に木 を切
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られ るjと いう形では成立 しない。 ところが、Bグ ルー プの動詞は 「私 に絵 を掛 け られ るj

という言 い方 が出来るのである。恐 らく、韓国語でも 日本語のこの様 な語感と対応 してい

るのではないかと言 う事 が出来 る(勿 論、語彙的な異同はあると考 え られ る).r私 に絵

が掛け られる」 という言い方 が出来る場合、韓国語では 「受身」の意味 を優先 させると考

えられる。Aグ ルー一.プとBグ ループの範峰的意義は、 「動作」が対象 にのみ及ぷものか、

或るいはr動 作」の影響が逆に人問にも影響を与えるかの違いではないかと考え られる。

Aグ ルー プがいわゆる 「他動 詞」 らしい 「他動詞」である事 と関係 して こよ う。Bグ ルー

プを始 め、以下順 に、人間のr動 作」 の側面と共 に 「動作」の影響が人間にも影響 をもた

らして くる度合 いが高まっていく傾向にあ る様である。

Cグ ループ以下の動詞が 「受身」 を形成 しない理由は、 「受身」表現 を表す方法(接 尾

辞 ・補助動詞 による方法)の 一つである補助語幹の が動詞の内部 に含

まれて いるか らであると言えよう。何故、 これ らの動詞の内部にそれ らの補助語幹 が含ま

れているかという問題 は、歴 史的観点 も必要 とす るが、Cグ ループ以下の動詞の範疇的意

義 として人間 の 「動作」の側面と共 に 「動作 」が人間に与える影響の度合いが高いとい う

点に意味的必然性 があったものと考え られ る。

Dグ ループに属する動詞 には、色々な範疇的意義 を有す るものがある様で、前述の指標

のみでは分類 し難い点 があ る。この点 に関 しては今後の課題 としなければな らない。Dと

次 に述べ るEと を比較す ると相対的に、Dの ほうがr動 作」性が強い。又、Eの ほ うが 「

動作」性 と共に 「状態」性 を有 し、かつ 、Eは そのf状 態」性に時聞的幅があるグループ

である と言えるのではなかろうか.例 えば、(だ ます)・(延 期す

る)・(信 じる)・(増 やす)等 は、日本語においてもr～ て いる」

を後接 して 「進行」的意味 となる事 が多い。

Fグ ループに属す る動詞は、方向 を表す(に 、へ)の 助 詞が付 くグループ

(F①)と 付かないグループ(F②)と に下位分類出来 るかも しれない。いわゆるr授 受

動詞」がこの グルー プに属す る。

Gグ ループに属す る動詞 は、いわゆる 「移動動詞」である。 「移動動詞」は、 日本語で

は 「を格」 を取 るが、 これ が目的格のrを 」 とは様相 を異 に し、又、アスペ ク ト的 にもr

他動詞」 らしい 「他動詞」 とは違 う点が存す る事 に関 しては、既 に先学の御指摘の通 りで

ある。韓国語においては、 いわゆる 『完 了」 を表す(～ てお く)

を後接 しない。

Hグ ル ー・一プに属す る動詞(は 、行為者のr動 作」が瞬問的 に始 ま

ってその 『動作」 そのものが即座 に終わって しまうr動 作」 を表すものが多 く、行為者の

r動作」が行われ る過程 を表す(～ してい く)が 後接 しない。

Iグ ル ープに属す る動詞は、 日本語の動詞分類 にお けるr自 動詞」 に含まれるものであ

る。韓国語の動詞 の分類では1。J・Kが 「自動 詞」 と対応す るが、1グ ルー一プにはr動

作」性があるのに対 し、J・Kに は 「状態」 ・ 「変化」的側面 しか持たないと考 えられる。

以上、韓国語の動詞の分類 が動詞の どの様な範 臨的意 義 を反映す るかという点 にっいて

述べて きた。特 に、日本語 の動詞分類の 「自他性 」との関連 にっいては、Aグ ル ープから

順 にKグ ループにい くに従 って、r自 動詞」的 となる傾向が顕著である。従来、韓国語の

動詞のr自 他性」にっいて は、前述 のr自 動詞 ・不完全 自動詞 ・他動詞 ・不完全他動詞」
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の如 く四種類 に分類す る方法 が行われて きた。 しか し、動詞 の 「自他性」 という問題 は恐

らく、 「自動詞」 『他動詞」 とい う様 に二分(乃 至 は四分)さ れ る様な類のものではなく、

動詞のr動 き」乃至 はr状 態」の在 り方 に従って連続的なものと考 えたほ うが良 いのでは

なかろう調

以上、述べてきたところを纏めてお くと次表の如 くになる。

<表3>

他

動

詞

的

↓

4他 の指標との関連

前述 の指標 は、現段階では韓国語の動詞 を分類す るのに最 も適当かと考えたものである

が、これ以外 の指標 とこの動詞分類 との関連 を考えて おきたい。

韓 国語のテンス表現は、活用語尾 によって表 され、一般的に現在 ・過去rOAh

瓢」e .未来r)MJに 分 けられる。 この様なテンス表現 はA～Kの 全て の動詞グループと接
続す るので、ここでは指標 として用いなかった。

r動 き」の進行 を表す方法 は、①(～ ている)・ ②

～て い く)・ ③(～ て くる)の 三種類 がある。① の場合は、全てのグル

ープと結合す る。意 味的には上接の動詞 がr動 作」的であ るか 『状態」的であるかによっ

て、r動 作」或はr状 態」のr進 行」 を表す。②は、A～Gの グループの動詞とは結合 し

やす いが、H～Kグ ループの動詞 とは接続 しにくい。 「状態 」的な側面 を有す る動詞 とは

付きに くい様であ る。

(例)(学 生達は笑 って(泣 いて)い く)参

③は全ての動詞 と接続す るが、E・J・Kグ ループの動詞 と連接すると前の動詞 の表す状

態の変化 が進行中である事 を示す。
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職 蹴 聾購 蹴1灘購1脇
ループは①は可能であるが、② の方法は不可能である。③ の方法は、A～Kの グループ と

接続 しないが、命令 ・勧誘の意味 を有する特定 の場合には接続 しやすい。

(こ こにごみ を捨てない)*

(〃 捨てないで下 さい)0

(〃 す てるな)0

詞の表す「動 を終えた事、(識舗 ≧烈 縫 濃 瓢 諜 藷 欝
意 味す る。 これは、A～Fグ ルー プの動詞 とは接続するが、G～Kグ ル ープの動詞 とは接

続 しにくい。

赤ん坊 が泣いてお く)

(人影 がなくなってお く)

(一て う)は、(欝雛 惣 顯 夕稀 し、
を表す ものである。Kグ ループの動詞 とは結合 し難 い。

零

ゆ

8

・ 「終 結 」

(私は時々脇腹 が刺 し込 んで しまう)零

(～てやる、～てあげる)は 、A～Dの グループの多 くの動詞と接続

す るが、Eの 一部 ・F～Kの グループの動詞の大部分 とは接続 しに くい。

(彼は自分 自身 を だと偽ってやる)き

以上によつて判明する様に、本研究の指 薦 灘 驚 藷稀 愉 の垂標`,
よって得 られる動詞分類 と密接な対応 を示 している。従 って、今後、 これ らを加 えた形で

の研究 が必要となるが、逆 に言 えば本研究の指標 が決 して無意味ではない事 を表 している

とも言 えよう。と同時に、今後 、韓国語の動詞及び文法の研究 をす る際の基本 となるもの

と言えるのではないかと考え られ る。

5韓 国語の動詞分類と副詞との共起性

最後 に、以上述べてきた韓国語 の動詞分類 と韓 国語の副詞との関係 にっいて述べる。

ここでは綱 語の副詞

を取 り上 げて考察 したい.

(～て しまう)・ ②前述の韓 国語のアスペク トの形式 を、①

(～てみ る)・ ④(～ て いく)・ ⑤

蔚 盤 轟 号で鱒 とすよ 陰f鷺)。 これらと刷述備 巌 題蓬
を纏め るとく表4>を 得る。
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<表4>韓 国語の副詞とアスペクトとの共起性

・Oは言うもの。*は 言わないもの。△は言うものと言わないものとが混在 しているもの。
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先ず、① に関 してであるが、(だ んだん)・(し ば らく)と いった 『

状態」や 「変化」 を修飾す る韓国語の副詞は、Jの 動詞グループとは共起す るが、それ以

外の動詞グループとは共起 しない。逆に(ゆ っ くり)・(か わるが

わる)と いった 「動作」の時間の幅に関する韓国語の副詞はD・E・F・Jの グループと

は共起 し難 い。

.次に'③に竪 聯 翻 動作」誘藷 繍 動作」彪 掘 を 議1

講 轟畿 識 響 翫 饒 良憲 難い。(す ぐ)●(も う)
④ に関 しては、(す ぐ)・(だ んだん)と いう韓 国語の副詞は、Gグ

ループの動詞とは共起 し難 い。又、(す ぐ)・(も う)・(

ゆっくり)と いった副詞は、Eグ ループと共起 し難 い。

⑤に関 しては、(ず っと)・(し ば らく)等 、時間の幅を修飾する韓

国語の副詞はFグ ループの動詞 とは結合 し難 く、それ以外の動詞 グループとは共起 しやす

い様である。

本研究 の韓国語の動詞分類 がアスペ ク ト①～⑧ を関与させて成立 したものである以上、

この様な副詞 と韓国語の動詞 のグループとの共起性の或る種の傾向性 は、アスペク トとの

関係で捉 えるべきものと考え られるが、ここでは問題 を提起す るに留め、今後 の研究課題

としておきたい。
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e韓国語判意味構造1翰 信文化社1983

語辞典1民 衆書林1986

受身の表現には、接尾辞の で表す場合と補助動詞

→名詞+「受身」の意味を持つ惣 表娼 合が る煽 こ謡 鶴 議

尾辞で表す方法 を意味する。

の には、接尾辞rで 表す場合と補助動訂 「

味する.「誘 ㍊ 欝 餓 藩 使役というのは鰹 驚 雛 驚
詞の全てに接続 しやす いので ここでは取 り扱わない。

奥村三雄先生r日 本語動詞の分類」プ リン ト

韓国語の判定 にあたっては、九州大学国語学.国 文学研究室 の院生である察 京希 ・槽

奇洙 ・底 善影 ・喪 錫柱の内省 によった.こ れによって槽 奇洙が資料 として纏め、そ

の結果 を奥村三雄先生の演習で発表 し、 レポー トとして提出 した.本 稿 は、 これ を基 とし

て、察 京希 ・槽 奇洙が協同 して作成 したものである。

最後 に、御指導戴いた奥村三雄先生 ・諸先生方及び研究室 の方々にに心 から御礼申 し上

げる。
一 九州大学大学院修士課程一
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<表1>韓 国語 の動 詞分 類表
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